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4500m）、フランス国立海洋開発研究所 IFREMER のノチール（同 6000 ｍ）、ロシア
のミール２隻（同 6000m）が運用されている。我が国の「しんかい 6500」は、1990 年
６月の初潜航以来、世界最深の潜航能力を活かしてさまざまな成果をあげてきており、
2007 年３月には通算 1000 回の潜航を達成している。
　米国では初代潜水船アルビンが 1964 年に進水して以来、4000 回以上の潜航を行っ
ており、2005 年 10 月より、代替の新有人潜水船（最大潜航深度 6500m）の建造が開































も の で あ る。1990 年 に 就 航、
1991 年に調査潜航を開始してか
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3  米国における有人潜水船の開発動向 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
図表２　世界の主な深海有人潜水船
船名 Alv in Naut i le M ir1&2 しんかい 6500
（保有国） （アメリカ） （フランス） （ロシア） （日本）
最大潜航深度 [m] 4,500 6,000 6,000 6,500
可潜航海域 [%] 62% 98％ 98％ 99％
潜航数／年 180 100 － 115 不定期（低） 60
研究者／乗員 ２／１ １／２ 総員３ １／２
海底活動時間 [hr] ４～５ ５ 10 ～ 15 ４
ペイロード [ ㎏ ] ＊ 680 200 250 150
球殻内容積 I [m3] 4.07 4.84 4.84 4.19
観測方向 横／下 前／中央 前／中央 横／下















































注２ 深海科学（Deep Submergence Science）：本レポートでは、
有人潜水船や無人探査機などにより深海および海底を潜航調査して得られる
知見に基づいて構築される科学、と定義されている。
■ 用 語 説 明 ■
































































































































































































































　Woods Hole Oceanographic Institute　HP より、2007 年 5 月 7 日版
新 Alv in 現 Alv in
深度（可潜域） 6500 ｍ（99％） 4500 ｍ（63％）
寸法（ L * B * D ） ND（現 Alv in 以下） 7.3*2.6*3.7 ｍ
重　量 18 ton 17 ton
球殻材料 Ti 6 AI 4 V － EL I Ti 621/0.8 Mo
球殻内径 / 容積 2.10 ｍ /4.84 ｍ３ 1.98 ｍ /4.07 ｍ３
窓　数 ５ ３
乗員数 操縦者１、科学者２ 操縦者１、科学者２
潜航活動時間 10.5 H 約９H
推進装置 前後・垂直２、水平２ 前後・垂直２、水平１
速力（前後） ３kt ２kt
速力（上下） 44 m/min 30 m/min
トリム角 ± 15。 ± 7.5。
ペイロード 181 kg 125 kg
位置制御 自動位置・方位制御 手動＆方位制御
電池容量 約 115 kWh 35 kWh
下降・上昇方法 海水バラスト 鉄ドロップウェイト

















































降上昇速度は 15 度で毎分 30 ｍ、
25 度で毎分約 45 ｍと試算され
ている。毎分 45 ｍの速度であれ





































































































































































































おり、建造費は 1.8 億元（約 30 億
円）とされている。その性能は以
図表５　米国の代替有人潜水船の建造スケジュール（2006 年 9 月 25 日版）
参考文献 15) を基に科学技術動向研究センターにて作成
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■ 用 語 説 明 ■
中国 7000 しんかい 6500
潜航深度 [m] 7000 6500
観測者／乗員 ２／１ １／２
全長 [m] 8.2 9.5
全高 [m] 3.4 3.2
全幅 [m] 3.0 2.7
空中重量 [ton] 25.0 25.8
球殻材料 チタン合金 チタン合金




生命維持 [H] 84 128
最大速度 [kt] 2.5 2.5
ペイロード [kg] 220 200
電池
種類 酸化銀－亜鉛 リチウムイオン
容量 [kWh] 110.0 86.4
海中作業 [H] 6 4
図表７　中国 7000 ｍ有人潜水船の基本仕様
図表６　中国 7000m 有人潜水船の模型
北京日報、2007 年１月 31 日より転載




































































































































































































































































































1989 年 ８ 月 総合海上試運転にて潜航深度 6,527m を記録 
1991 年 ５ 月 調査潜航開始（日本海奥尻海嶺、2,727m） 
1991 年 ７ 月 三陸沖日本海溝にて世界最深（6,384m）の冷水湧出生物群集を発見
三陸沖日本海溝の海側斜面にて新種の好圧菌を発見（6,500m）
三陸沖日本海溝にてプレートの裂け目を発見（6,270m）




1992 年 ６ 月 琉球海溝にて新種の好圧菌を発見（5,118m）
2003 年に新種好圧菌のゲノム解析が終了、発見に伴なう論文は多数
1992 年 10 月 伊豆・小笠原の鳥島沖にて鯨骨生物群集を発見（4,037m）
1992 年 11 月 マリアナトラフ熱水活動域にてアルビンガイ撮影（3,604~3,630m）











1997 年 ６ 月 三陸沖日本海溝にて多毛類生物を発見（6,360m）
７～ ９ 月 東大平洋海膨にて海底長期観測（リッジフラックス計画）








2001 年 12 月
～ 02 年 ２ 月
南西インド洋海嶺およびインド洋中央海嶺の潜航調査
2002 年 ７ 月 ハワイ諸島周辺の海底火山調査潜航
2002 年 10 月 インドネシアジャワ島南西沖調査潜航
2003 年 11 月 通算 800 回の潜航達成
2004 年 ５ 月 沖縄トラフにて堆積物中に液体 CO2 プールを発見（1,370~1,385m）




2005 年 ７ 月 通算 900 回の潜航達成
2005 年 12 月 相模湾にて深海生物を生きたまま捕獲（1,215m）




2007 年 ３ 月 通算 1000 回の潜航達成
図表８「しんかい 6500」による主な成果
参考文献 20) に基づいて科学技術動向研究センターにて作成
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無人か？」、2004 年 1 月 16 日
http://www.jamstec.go. jp/
6  おわりに ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　










フロンティア分野、2006 年 3 月
7) 　文部科学省、次世代深海探査技術
に関する研究開発計画、2006 年
6 月 6 日
http://www.mext.go.jp/b_menu/
sh ing i/g i jyutu/g i jyutu2/
shiryo/018/06061408/008.htm
8)  National Research Counci l 
of the National Academies, 
FUTURE NEEDS IN DEEP 
SUBMERGENCE SCIENCE 
Occupied and Unoccupied 
Veh i c l e s  i n  Ba s i c  Oc e an 




究開発機構、2007 年 3 月












小学館、1993 年 8 月
13)  (社) 日本深海技術協会、「世界の深
海調査技術開発の現状と今後の展
開に関する調査・分析」報告書、
2005 年 2 月
14) Barrie Walden and Robert Brown, 
A Replacement for the Alvin 
Submersible, MTS Journal , 
Vol.38, No.2, Summer 2004
15) Designing a Deeper-Diving 







2007 年 3 号、2007 年 7 月 1 日












20)  (独) 海洋研究開発機構のプレスリ
リース、2007 年 3 月 15 日：
http://www.jamstec.go. jp/
jamstec-j/PR/0703/0315_2/
index.html
21)  サイモン・シン（青木薫訳）、ビッ
グバン宇宙論（上下 2 巻）、新潮社、
2006 年
22)  工藤君明、船中模策　６．ニュー
トンの愛したリンゴの木、(社)日本
深海技術協会会報、2006年２号、
2006年４月1日
客員研究官
工藤　君明
（独）海洋研究開発機構
海洋工学センター
応用技術部　調査役
◎
工学博士。専門は船舶流体力学。海域利
用やサンゴ礁保全、海洋生物の輸送生態
などに関連する海洋科学技術の研究開発
に長く携わる。海洋科学技術は面白い、
研究は楽しい、計画はわくわくするもの
でなければならない、と信じ伝えること
に努力している。
執　筆　者
http://www.jamstec.go.jp/j/index.html
